第2回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参加報告 by 千葉 直樹
第2回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参
加報告
著者 千葉 直樹
雑誌名 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報
巻 6
ページ 115-117
発行年 2015
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002125/
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報　第６号　2015
Bulletin of the Northern Regions Lifelong Sports Research Center Hokusho University Vol．6
第２回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参加報告
Report of The 2nd International Symposium on International Development
and Peace through Sport
千　 葉　 直　 樹
Naoki CHIBA
─　　─115
第２回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参加報告
Report of The 2nd International Symposium on International Development
and Peace through Sport
千　葉　直　樹
Naoki CHIBA
キーワード：開発と平和のためのスポーツ，スポーツ・フォー・トゥモロー
Ⅰ．はじめに
　筆者は，2014年12月13日に，東京で開催された「第２
回『スポーツ国際開発』国際シンポジウム—体育・ス
ポーツ領域におけるグローバル人材育成に向けて」に参
加した。本論では，このシンポジウムの主な内容とスポ
ル研究との関連性について報告する。シンポジウムの内
容を紹介する前に，開発と平和のためのスポーツ（Sport 
for Development and Peace：以下，SDP）に関する国
内外の研究動向について紹介する。
　SDPは主に西欧の国々で，1990年代後半以降に注目
されるようになった。たとえば，国際サッカー連盟（以下，
FIFA）は，1999年にGoalプログラムを開始した。Goal
プログラムとは，FIFAがワールドカップ本大会を通し
て得た利益を， 各国のナショナル・トレーニングセン
ターや各サッカークラブの練習場の建設などに資金を供
出する計画である1）。また，国際連合では，2001年に国
連事務総長の特別顧問として， 「開発と平和のためのス
ポーツ担当特任」のポストと，開発のためのスポーツの
タスクフォースを設けた。岡田（2014）は，それまでの
スポーツ界では，スポーツを世界に広めるという目標が
掲げられていたが，これを機に平和や開発を実現する手
段としてスポーツを活用するという目標が， 国際社会に
登場するようになったと指摘している2）。その後，2008
年に「国連開発と平和のためのスポーツ事務局」が設置
された。
　小林（2004）は， SDPに関する研究動向を概観するな
かで，HoulinanとWhite（2002）の研究を引用し，スポー
ツの振興（development of sport）とスポーツを通した
開発（development through sport）の違いについて以
下のように説明した3）4）。スポーツの振興とは，「スポー
ツへの参加者の増大やスキルのレベルアップを目指し，
スポーツそのものの振興を目的とする活動」である一方
で，スポーツを通じた開発とは，「社会経済的もしくは
政治的な目的を達成するための手段としてスポーツが活
用される活動」である3）。昨今のスポーツ界では，後者
のスポーツを通した開発に関して，紛争で傷ついた子ど
もの教育や，発展途上国におけるHIV/AIDS予防策を
啓蒙する手段としてスポーツ活動を活用する動きが注目
を集めている。さらに，2020年の東京オリンピック開催
の決定を受け，SDPに関わる日本政府の重要な政策決
定が発表された。
　2013年９月に行われたオリンピック招致の最終プレゼ
ンテーションで，安倍晋三首相は，「スポーツ・フォー・
トゥモロー」というスポーツを通した国際支援策につい
て， 国際社会に紹介した。
「なぜならば，我々が実施しようとしている『スポー
ツ・フォー・トゥモロー』という新しいプランのもと，
日本の若者は，もっとたくさん，世界へ出て行くから
です。学校をつくる手助けをするでしょう。スポーツ
の道具を，提供するでしょう。体育のカリキュラムを，
生み出すお手伝いをすることでしょう。やがて，オリ
ンピックの聖火が2020年に東京へやってくるころまで
には，彼らはスポーツの悦びを，100を超す国々で，
1000万の人々へ，直接届けているはずなのです。5）」
　スポーツ・フォー・トゥモローとは，日本政府が推進
するスポーツを通じた国際貢献事業であり，１）戦略的
二国間スポーツ貢献事業，２）スポーツ・アカデミー形
成支援事業，３）国際アンチ・ドーピング強化支援事業
という三つの柱から構成されている6）。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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Ⅱ．国際シンポジウムの発表内容
　こうした国の政策を受けて，鹿屋体育大学と筑波大学
は，スポーツを通して国際開発に貢献できる人材を輩出
する大学院を開設する計画を進めている。今回のシンポ
ジウムは，昨年の第１回「スポーツ国際開発」国際シン
ポジウムに続いて，両大学主催による２回目の開催で
あった。
　シンポジウムは，ケルン体育大学のWalter Tokarski
教授の基調講演「ヨーロッパ諸国における国際開発研究
の現在と将来的動向」ではじまり，午前中にシンポジウ
ムⅠ「スポーツ国際開発の大学院プログラム及び教育内
容」というテーマで，５名のシンポジストが各大学のカ
リキュラムや教育内容について報告した。発表のタイト
ルと発表者名は以下の通りである。
「開発と平和のためのスポーツ─教育的側面」
Richard Giulianotti（ラフバラ大学・教授；イギリス）
「サービス提供としての開発のためのスポーツ：『決定的
瞬間』になされる価値創造」
Frank van Eekeren（ユトレヒト大学・講師；オランダ）
「スポーツ・フォー・オールと国際オリンピック委員会
の1980年代の政策変更」
Stephan Wassong（ケルン体育大学・教授；ドイツ）
「ケルン『スポーツ開発文学修士』大学院課程の構想と
政治学の視点から見たIDSの側面」 
Jurgen Mittag（ケルン体育大学・教授；ドイツ）
「国際的なスポーツ発展のための未来の専門家教育：ソ
ウル大学校‘The Dream Together Master Program’」
Sun Yong Kwon（ソウル大学校・准教授；韓国）
　午後のシンポジウムⅡでは，「スポーツ国際開発研究
の実際」というテーマで，以下の５名のシンポジストが
研究報告を行った。
「開発のためのスポーツ─スポーツクラブの役割」
Christoph Breuer（ケルン体育大学　教授；ドイツ）
「障害者スポーツ開発　人権から『スポーツ・フォ ・ーオー
ル』まで？」
David Howe（ラフバラ大学・講師；イギリス）
「オリンピックスポーツ組織の統治：新たな慣行の新た
な利害関係」
Emmanual Bayle （ローザンヌ大学・教授：スイス）
「『開発におけるスポーツ』組織の『新種』事例としての
Kick4Life」
鈴木直文（一橋大学・准教授；日本）
「中台関係発展におけるスポーツの役割」
Chin-hsung Kao（国立台湾体育大学　学長・教授；台湾）
　特に，一橋大学の鈴木は，アフリカのレソト王国にお
けるKick4Lifeという団体の活動を報告した7）。レソト
王国は，南アフリカの隣に位置し，成人の４人に１人が
HIVに感染しており，国際社会からの支援を必要として
いた。Kick4Lifeは，2006年にイギリスに発足した団体
で，レソトでHIV/AIDS教育や貧困に苦しむ人々を支
援するために，サッカーを通して啓発活動を行ってきた。
2009年末までに，２万5000人の若者がこの組織でHIV/
AIDS教育を受けた。こうした活動が認められ，FIFAは， 
レソトにフットボール・フォ ・ーホープ・センター（FHC）
を設立し，Kick4Lifeは，このセンターのサッカー場を
拠点として，サッカークラブとしての活動を2010年から
始めた。この団体は非営利組織であり，ボーダフォン財
団やユニセフなどとパートナー契約を結び，財政支援を
受け，海外のスタッフと国内のスタッフにより運営され
ている。Kick4Lifeは，「スポーツ・プラス」の組織から「プ
ラス・スポーツ」の組織へ方向転換し，サッカーを中心
に柔軟に活動内容を変化させた成功例である。
Ⅲ．まとめ
　今回のシンポジウムは，海外のスポーツと開発に関わ
る大学院のカリキュラムの紹介やSDPの事例報告が中
心であった。こうしたSDPの研究成果は，どのように
スポル研究と関連付けることができるのだろうか。
　スポル研究は，主に北海道内における生涯スポーツの
普及をテーマに行われてきた。しかし，今後は，スポル
クラブを中心にして，道民へのスポーツ支援の研究とと
もに，SDPの研究を参考にして，発展途上国に対する
スポーツ支援という方向性の研究を行うことができるだ
ろう。また本学スポーツ教育学科でスポーツ関連の資格
を取得した者を対象に，JICA（国際開発機構）やスポー
ツ・フォー・トゥモローの支援事業に応募して，海外に
スポーツ指導者を輩出するプログラムを行う可能性もあ
るだろう。もちろん，スポーツ・フォー・トゥモローの
ような支援活動が2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック大会の後も続けばの話だが。
付　記
　本研究は，「平成26年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて行ったものであ
る。
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